
　小学校は、今から約１５０年前、明治時代に入ってから誕生しました。
それまでは、「寺子屋」と呼ばれるところで、僧侶や医師など地域の知識人
が、近所の子どもたちを中心に、文字の読み書きやそろばんなど生活に必要
な内容を、個に応じて教えていました。寺子屋は、庶民の教育の場として大
きな役割を担っていましたが、通うことができるのは一部の子どもたちであ
り、教育の格差は大きかったようです。
　その後、明治５年（1872年）、全国一律の近代的な教育制度として「学制」
が発布され、寺子屋に代わり各地で小学校の創立が進みました。真岡市では、
明治７年に登高学舎、魁明学舎、広業学舎、日新学舎など１８校が開校されました。人口を基準とした割
り当てよりも設置数が多く、開校に関わる建設費用や授業料等は地域の人々が負担していたことを考える
と、当時の真岡の人々の教育に対する熱意や期待の高さがうかがえます。
　学制の発布から今日まで、教育に関する様々な法令が出され、現在のような教育制度が整いました。こ
の１５０年間、保護者や地域の方々の熱意、主役である子どもたちの学ぶ意欲、そして教職員の熱心な指
導等が連綿とつながり、市内の小学校が発展してきました。
　今から５０年後、創立２００周年の学校は、どのようになっているのでしょうか。小学校創立１５０周
年という節目に、学校という学びの場があることに感謝し、地域の人々が築いてきた教育に対する熱意の
バトンを受け継ぎ、新たな時代に向けてさらに発展させていく必要があります。
　真岡市の子どもたちの健やかな成長のために、今後も学校教育へのご理解とご協力をお願いします。
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小学校創立１５０周年を迎えて
　　ー　古の学びにタイムスリップ　ー
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東京都練馬区にある唐澤博物館には、
真岡に開塾されていた寺子屋「精耕
堂」の様子が展示されています

　私が子どもの頃は、田畑が多く、農家では馬を飼い、水車もありました。農繁期には、家
の手伝いをするために、学校が半日で終わりになることもありました。
　小学校で心に残っていることは、夏には魚を捕る三角網を持って登校し、学校が終わると
友達と魚を取りながら川の中を歩いて家まで帰ってきたことです。また、冬には石炭係とし
てストーブに入れる石炭を運び、マッチで火をつけていました。昼ご飯は、給食と弁当が
半々で、給食は脱脂粉乳とコッペパン、弁当はご飯にのり、梅干し、卵焼きと質素なもので
した。クラスでは５０人が一緒に勉強していました。
　学校の先生は厳しかったですが、親も子どもも先生をとても尊敬していました。

　真岡市では、今年度、小学校９校が創立１５０周年という大きな節目を迎えています。現在、市内に
は小学校が14校設置され、約４,０００人の子どもたちが学んでいます。今では、当たり前のように通っ
ている小学校ですが、いつ頃どのように創立されたのでしょうか。
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　もしかしたら、現代は、子どもたちにとって、本当の「自由」が少ないのかもしれません。少子化の影響
や世の中が物騒になったことで、常に大人に監視されながら、一方で、ネットの世界ではありとあらゆる情
報にさらされている子どもたち。大人に見守られながら、自分の感性一つで「好きな本」を選ぶ権利が与え
られていた、あの豊かな時間を思うと、便利すぎる時代を生きる子どもたちの大変さを思わずにはいられま
せん。
　インターネットやSNSは便利なものであると同時に、内容を問わずに学校や家庭の守りをすり抜け、子ど
もたちの世界に入り込みます。iPhoneの生みの親であるスティーブ・ジョブズも、マイクロソフトの創業者
であるビル・ゲイツも、我が子には14歳までスマホを持たせず、その後も厳しく使用を制限していたのだと
か。
　子どもたちを守り、本当に豊かな時間を「贈る」ために何をすれば良いのか、今、私たち大人は、真剣に
考えていかなければいけないのでしょう。　
　　　　　
　　　　　　ー　ご相談やご質問がありましたら学校教育課までお問い合わせください　ー

　４世紀から７世紀の約４００年間は、有力者の
お墓（古墳）がつくられた時代です。真岡市内に
も３００以上の古墳があります。また、村の跡も
多数見つかっており、人口が増加し、市内各地で
土地の開墾や開発が進んだ時代でした。

古墳時代
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　最近、ネット依存やゲーム依存等、SNSに関する相談が増えています。便利なものだから……仲間はずれ
になってはいけないから……。子どもに自由を与えるべきか否か、悩ましい問題だと思います。

　私が子どもだった頃、夢中で通った小さな図書館は、住宅地の一画にありました。大人は立ち
入り禁止。洋館の一室を埋め尽くす本の中で、子どもたちは静かに、好きな本を好きなだけ読
み、借りることもできました。時間がくると、厳かに奥の間に続く扉が開き、大きな古めかしい
キャンドルにマッチで灯がともされます。それは、おしゃべりをしてはいけないという合図。薄
明かりの中、淡々とした「語り」に耳を傾けるそのひとときは、私にとってかけがえのない宝物
でした。
　誰に勧められることもなく、自分の感性一つで「好きな本」を選ぶ権利を与えられていたあの
時間。幼いながら、お話を壊してはいけないという少しの緊張感と胸をドキドキさせながら語り
に耳を傾けた特別な時間は、私を本好きにさせ、翻訳者……そして後に心理士という、
「言葉で人とつながる仕事」を選ぶ原点となったことは間違いありません。　
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日本語支援員
　 全 国 の 傾 向 と 同 じ く 、 本 市 の 子 ど も の 多 国 籍
化 、 多 言 語 化 が こ の １ ０ 年 で 進 ん で い ま す 。 　
そ の た め 、 学 校 に 支 援 員 を 派 遣 し て い ま す 。
　 タ ガ ロ グ 語 の 担 当 を す る 椎 貝 先 生 を は じ め 、
中 国 語 の 菱 沼 先 生 、 ウ ル ド ゥ 語 の ビ ン セ ン ト 　
先 生 、 タ イ 語 の 黒 田 先 生 、 イ ン ド ネ シ ア 語 の 　
熊 田 先 生 、 ベ ト ナ ム 語 の 手 塚 先 生 な ど 、 多 く の
支 援 員 が 、 子 ど も た ち の 学 び や 先 生 と 保 護 者 の
対 話 を 支 え て い ま す 。

日本語初期指導員
　 日 本 語 を 身 に 付 け て い な い ま ま 来 日 し 、 学 校
で 学 ぶ 子 ど も た ち が い ま す 。 子 ど も と 学 校 を 支
援 す る た め 、 本 年 度 か ら 指 導 員 の 派 遣 を 始 め ま
し た 。
　 指 導 員 は 子 ど も た ち が 一 日 で も 早 く 日 本 の 　
言 葉 と 文 化 に 慣 れ て 友 達 と 一 緒 に 生 活 で き る よ
う 親 身 に な っ て 支 援 を し て い ま す 。
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日本語指導助手
　 真 岡 市 に は 、 ３ ０ 年 程 前 か ら ブ ラ ジ ル 連 邦 共
和 国 や ペ ル ー 共 和 国 か ら 人 々 が 移 り 住 む よ う に
な り 、 世 代 を 超 え て 暮 ら し を つ な い で い ま す 。
学 校 で は ス ペ イ ン 語 ・ ポ ル ト ガ ル 語 に よ る 支 援
を ２ 名 の 指 導 者 を 中 心 に 進 め て い ま す 。
　 藤 本  真 千 子 先 生 は ３ ３ 年 、 山 本  美 香 先 生 は
１ ９ 年 も の 長 い 間 、 本 市 の 日 本 語 教 室 で の お 仕
事 に 携 わ っ て い ま す 。 子 ど も た ち や 親 世 代 の
方 々 か ら は 「 本 当 の 親 」 の よ う に 慕 わ れ 、 先 生
方 か ら の 信 頼 も 厚 く 、 今 で は 日 本 語 教 室 に と っ
て 、 な く て は な ら な い 存 在 に な っ て い ま す 。

子どもの力を信じ育てる
日本語教室のお･し･ご･と
　 外 国 人 や 外 国 に つ な が り の あ る 子 ど も た ち が 日 本 の 社 会 で 生 活 し て い く た め に は 日 本
語 を 学 び 、 日 本 の 文 化 や 社 会 へ の 適 応 力 を 身 に 付 け る 必 要 が あ り ま す 。 　 　
　 真 岡 市 の 学 校 で は 、 国 籍 や 文 化 の 違 い に か か わ ら ず 、 全 て の 子 ど も た ち が 幸 せ に 生 き
て い け る よ う 、 一 人 ひ と り を 大 切 に 育 て て い ま す 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 こ こ で は 、 市 内 に ８ 校 あ る 日 本 語 教 室 設 置 校 を 中 心 に 活 躍 す る 教 師 や 支 援 者 、 真 岡 市
の 外 国 人 児 童 生 徒 教 育 へ の 取 組 の 様 子 を 紹 介 し て い き ま す 。

　 取 材 で 印 象 的 だ っ た の は 、 子 ど も た ち に 日 々 接 す る 支 援 者 の 優 し い 眼 差 し と 、 懸 命 に
日 本 語 を 学 ぶ 子 ど も た ち の 真 剣 な 眼 差 し で し た 。
　 ど の 空 の 下 に 生 き る 子 ど も も 「 伸 び た い 」 「 で き る よ う に な り た い 」 と い う 気 持 ち は
同 じ で す 。 そ の 思 い に 日 本 人 と 外 国 人 と い う 区 別 は 意 味 を 成 さ な い で し ょ う 。
　 今 回 紹 介 し た 支 援 者 と 協 働 し て い る 教 師 た ち も 、 日 々 試 行 錯 誤 を し な が ら 子 ど も た ち
の た め に 奮 闘 し て い ま す 。 真 岡 市 で は 今 後 も 日 本 語 教 室 、 外 国 人 児 童 生 徒 教 育 の 充 実 を
目 指 し 、 教 育 環 境 や 人 材 、 支 援 の 充 実 を 図 っ て い き た い と 考 え て い ま す 。
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　中村中学校では「自主」「創造」「奉仕」を学校目標とし、すべての生徒が認め合い、高め合える学校を目指
しています。昭和47年から53年目を迎えたクリーン修学旅行では、比叡山延暦寺で清掃活動を行ったり、お世話
になった訪問先に生徒の手縫いの雑巾を寄付したりしています。また、令和5・6年度の2年間、真岡市教育委員会
指定研究推進校として確かな学力の育成に取り組み、「自分の言葉で伝え合う生徒の育成」をテーマに、多様な
意見が適切な表現で飛び交う授業を目指してきました。さらに、今年度から中村中学校区で学校運営協議会が設
置され、コミュニティ・スクールとなりました。学校・家庭・地域が連携し、地域とともにある学校づくりを推
進しています。父親の会（ＮＦＡ）や各ボランティアの活動が盛んで、2月に防災キャンプを実施する予定です。
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　真岡市教育委員会では、「働き方改革推進委員会」を開催し、推進委員の校長先生方
とともに、時間外勤務の状況や取組の成果と課題について協議しています。教員の心身
の健康を保持し、子どもたちと十分に向き合う時間を確保することにつなげています。

※全学年の先生が共同で担任をします。

◎ｅメッセージの導入
・一斉連絡システムｅメッセージ
　の良さと改善点について　　　　　 
◎勤務時間外の電話対応　
・自動音声による応答の導入
　について

休み時間の��

授業づくりの様子

令和６年度月別時間外勤務時間の平均
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